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雌伏10年のヒット曲「おさかな天国」

　魚を食べると，♪♪あたま，あたま，あたま，あたまが良くなる……♪♪という歌が

スーパーなどの魚売場で流れている。歌は，「おさかな天国」という。軽快なメロディー

と単純明快な歌詞が，買い物客の心をむんずとつかみ，魚の売り上げがウナギ上りなの

だそうだ。今日は肉にしようか魚にしようかと迷っているところへ，魚は「頭が良くな

る」と吹き込まれては教育熱心なお母さんたちはいちころだろう。おかげで歌のCDも

よく売れているそうで，以前ひょいと出現し大ヒットした「だんご三兄弟」や「およげ

タイ焼きくん」を思い出す。不景気な話ばかりの昨今，めでタイねと，祝杯を上げたく

なる。そんなお調子モノに，魚は酒の肴としても売れるという算段だ。

　頭が良くなるとは，サンマやマグロに特に多いとされるドコサヘキサエンサン

（DHA）が脳の働きを活発化させることを指しているらしい。店によってはDHAの能書

きをしているところもある。すると，DHAはドコサ入っているんだ？　どのように頭が

よくなるんだ？　などと中には青筋立てて言ってくる硬骨のヒトがいる，とはあるスー

パー店主の話。

　イワシの頭も信心から……とこの歌を10年前につくった水産庁と全国漁業組合連合

会でいっているかどうかは知らないが，そんな話題もすべて撒き餌にしてさらなる大漁

を，とひたすら祈っていることは間違いないだろう。

　魚の歌で思い出すのは，童謡の「かわいい魚屋さん」。こっちはさっぱり歌われなく

なった。そして，いつのまにか天秤かついだ魚屋さんなど見かけなくなり，「天秤が分

からないので，その童謡は歌われなくなった」という逆の言い方もされる。童謡が歌わ

れなくなったのはとりあえず仕方ないとして，それが，子供たちが魚を食べなくなった

現象と結びついているとしたら由々しいことだ。童謡を大事にしないから，そこに歌わ

れている精神や物が骨抜きになり，文化も消滅していくのだと童謡ファンの私は危惧す

る。そんな中，骨を取り除いた「骨なし魚」が出現し，子供たちに歓迎され消費量が伸

びていると聞くと，もうワケが分からなくなる。うおの目に涙って感じィ。

　童謡やわらべ歌が小学校の音楽の教科書から次々と姿を消している。理由の一つは
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「大和言葉や漢詩の表現が難しい」ためといわれる。「しばしも休まず槌打つ響き…」（「村

の鍛冶屋」）の槌って何？　「箱根の山は天下の険…」（「箱根の山」）の険って何？　「荒

城の月」って何？　という具合だ。言葉が分からなければ教えればいいのに，分からな

いからと歌を放逐すればせっかくの教える機会を失くし，「土打つ」や「指打つ」なら

分かるとか，「箱根の山は神奈川県」だろうとか，「工場の月」なら理解できるが，とい

う笑い話に堕してしまう。15年ばかり童謡運動をしていての切歯扼腕である。

　翻って「おさかな天国」のヒットは，DHA のことまで派生的に教える意味もあり，

祝杯に値する。歌で取り戻そう，日本の食生活！である。

　「夏の思い出」の作曲家，故中田喜直さんには千曲以上の作曲があるが，「アジ君の詩

（うた）」（竹村忠孝さん作詞）はあまり知られていない。少し長いが紹介しよう。

　♪♪はぐれてさびしいアジ君は／生身でしょうゆをかけられる／煮られちゃはしでつ

つかれる／炭で焼かれることもある／それはアジ君おいしくて／おなかいっぱいして

くれて／幸せ気分にしてくれる／それを聞いたアジ君は／おかずになれてうれしい

な／浜でゴロッとねそべれば／おいしい干物に変わるのよ／干物もおいしく食べたあ

と／残った骨や頭まで小猫が／よろこび食べるのよ／それでも残れば土になり／花を

咲かせてくれるのよ／ほんの小さなたましいも／みんなの命を支えてる／みんなの命

を支えてる♪♪

　メロディを紹介できないのが残念だが，作者の魚への思いのこもった面白い歌だ。

　竹村さん作詞のおむすびの歌「福むすび」（おざきかよさん作曲）という歌も紹介しよう。

　♪♪にぎりのまわりにのりをまき／おむすびおむすびおいしいな／かあさんにぎった

おむすびは／ふくふくふっくらふくらんで／食べればこころがよろこんぶ♪♪

　後者は湘南のスーパーで，すでにカセットテープで流れているそうだ。前者は CD

（自費出版）になっていて，引き合い待ちだそうだ。こんな歌が，イキよくニギニギしく

流行ったらなあ，と願っている。

（ジャーナリスト／鎌倉市教育委員　宮崎隆典・みやざきたかのり）
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